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晩
清
生
ま
れ
の
女
流
知
識
人
・
単
士
釐
（
一
八
五
八
~
一
九
四
五
）
は
、
外
交
官
の
夫
・
銭
恂
（
一
八
五
三
~
一
九
二
七
）
に
随
っ

て
、
一
八
九
九
年
よ
り
約
十
年
に
わ
た
り
、
日
本
や
欧
州
各
地
を
巡
っ
た
。
単
士
釐
は
、
そ
の
見
聞
体
験
を
も
と
に
詩
を
創
作
し
て
手

稿
詩
集
を
残
す
と
と
も
に
、
中
国
人
女
性
と
し
て
初
の
海
外
旅
行
記
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
著
し
た（

１
）。
こ
れ
ら
の
詩
文
よ
り
、
彼
女
が
複

数
の
外
国
人
女
性
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
下
田
歌
子
や
津
田
梅
子
ら
著
名
人
の
名
は
す
で
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
な
お
未
解
明
の
人
物
も
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
特
定
さ
れ
て
い
な
い
外
国
人
女
性
の
う
ち
、
日
本
人
三

名
と
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
一
名
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。

一　

単
士
釐
作
品
に
登
場
す
る
外
国
人
女
性

は
じ
め
に
、
単
士
釐
の
詩
文
に
お
け
る
外
国
人
女
性
の
記
載
状
況
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
こ
う
（
先
行
研
究
で
未
特
定
の
者
に
傍

線
を
付
す
。
重
複
し
て
記
載
さ
れ
る
場
合
は
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
優
先
し
た
）。

（
１
）『
癸
卯
旅
行
記（
２
）』　

六
名

　

 

小
具
貞
子
（
愛
住
女
学
校
校
長
）、
時
任
竹
子
（
実
践
女
学
校
）、
河
原
操
子
（
上
海
・
務
本
女
学
校
日
本
語
教
師
）、
朝
日
（
銭

恂
妾
）、
柳
原
氏
、
鈴
木
陽
之
助
夫
人

（
２
）
詩
集
『
受
茲
室
詩
稿
』
等（
３
）　

九
名

稲

森

雅

子

単
士
釐
の
出
逢
っ
た
日
仏
の
女
性
た
ち

単
士
釐
の
出
逢
っ
た
日
仏
の
女
性
た
ち

227



　
 

津
田
梅
子
（
女
子
英
学
塾
）、
下
田
歌
子
（
実
践
女
学
校
）、
ベ
ル
サ
・
ボ
ビ
ィ
（
駐
露
公
使
・
陸
徴
祥
夫
人
）、
池
田
信
子
、
小

田
切
夫
人
桂
子
、
顧
梯
亥
夫
人
（
フ
ラ
ン
ス
人
）、
大
鳥
夫
人
、
米
爾
（
ド
イ
ツ
人
）、
媽
達
姆
蒲
西
欧
（
未
詳
）

本
稿
で
は
、
未
特
定
八
名
の
う
ち
、
柳
原
氏
、
小
田
切
夫
人
桂
子
、
大
鳥
夫
人
、
顧
梯
亥
夫
人
の
四
名
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二　

日
本
人
女
性
三
名
に
つ
い
て

（
一
）
柳
原
氏
『
癸
卯
旅
行
記
』

柳
原
氏
に
関
す
る
記
載
は
、『
癸
卯
旅
行
記
』
の
三
月
二
十
日
（
陽
暦
四
月
十
七
日
）
の
項
、
二
度
目
の
長
崎
滞
在
中
に
見
え
る
（
傍

線
筆
者
、
以
下
同
）。

　

初
以
爲
候
船
無
事
、
將
往
此
間
附
近
之
熊
本
地
方
、
訪
女
友
柳
原
氏
、
一
覽
彼
地
名
勝
與
所
謂
沙
中
温
泉
者
。
豈
知
如
此
鮮
暇
、

不
能
如
願
、
知
游
福
非
可
輕
得
（
初
め
以
為
ら
く
、
船
を
候
ち
て
事
無
け
れ
ば
、
将
に
此
の
間
附
近
の
熊
本
地
方
に
往
き
、
女
友

柳
原
氏
を
訪
ね
、
彼
の
地
の
名
勝
と
所
謂
沙
中
温
泉
な
る
者
を
一
覧
せ
ん
、
と
。
豈
此
の
如
く
暇い
と
ま鮮
く
、
願
う
が
如
く
な
す
能
わ

ざ
る
を
知
ら
ん
や
。「
遊
福
」
の
軽
得
す
る
可
か
ら
ざ
る
を
知
る（

４
））。

単
士
釐
は
、
日
数
不
足
の
た
め
、
熊
本
ま
で
行
く
こ
と
が
出
来
ず
、
柳
原
氏
と
会
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ

ざ
そ
の
姓
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
あ
る
程
度
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
人
物
に
つ
い
て
、
鈴
木
智
夫
氏
は
「
柳
原
燁
子
で
あ
ろ
う
と
推
測
」
さ
れ
た
。
柳
原
燁
子
（
一
八
八
五
~
一
九
六
七
、
号
・
白

蓮
）
は
、
柳
原
前
光
伯
爵
の
娘
で
、
叔
母
の
愛
子
は
大
正
天
皇
の
生
母
、
自
身
は
歌
人
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
当
時
の
燁
子
は
、
最

初
の
夫
・
北
小
路
資
武
、
息
子
・
功
光
ら
と
と
も
に
京
都
に
住
ん
で
い
た
。
管
見
の
限
り
、
燁
子
及
び
前
光
夫
人
の
初
子
に
は
、
単
士

釐
と
の
接
点
が
見
当
た
ら
な
い（

５
）。
ま
た
、
柳
原
家
、
北
小
路
家
と
も
、
熊
本
に
縁
が
あ
る
と
の
記
録
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
高
木
氏
の
推
測
は
妥
当
と
言
い
が
た
い
。

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
号

228



そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
、
銭
恂
の
来
日
時
期
を
中
心
に
、
彼
の
周
辺
で
熊
本
ゆ
か
り
の
人
物
を
探
索
し
、
柳
原
又
熊
（
一
八
六
九

~
？
）
な
る
人
物
を
見
い
出
し
た
。
柳
原
又
熊
は
、
熊
本
市
寺
原
町
生
ま
れ
。
一
八
九
三
年
頃
に
上
海
へ
渡
り
、
日
清
戦
争
で
は
通
訳

官
と
し
て
従
軍
し
た
。
一
八
九
六
年
十
一
月
、
漢
口
の
日
系
誌
『
漢
報
』
の
記
者
と
な
り
、
翌
年
十
月
に
は
自
強
学
堂
（
一
八
九
三
年
、

張
之
洞
創
設
）
の
日
本
語
教
師
就
任
に
就
任
し
た
（
~
一
九
〇
二
年
七
月
）。
自
強
学
堂
で
は
唯
一
の
日
本
語
教
師
で
あ
り
、
周
囲
か
ら

の
評
判
も
良
か
っ
た（

６
）。
さ
ら
に
、
南
京
・
三
江
師
範
学
堂
で
も
日
本
語
教
師
を
つ
と
め
（
一
九
〇
三
~
〇
六
年
）、
の
ち
に
大
連
で
大
豆

油
製
造
販
売
事
業
に
従
事
し
た
（
~
一
九
一
七
年
）
が
、
そ
の
後
の
消
息
や
夫
人
の
名
前
は
未
詳
で
あ
る
（
待
考（
７
））。

柳
原
又
熊
と
銭
恂
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
西
村
天
囚
「
江
漢
遡
洄
録（
８
）」
に
参
考
と
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。
西
村
は
、
一
八
九
七
（
明

治
三
十
）
年
十
二
月
か
ら
翌
月
に
か
け
て
武
昌
を
訪
問
し
た
。
以
下
は
十
二
月
の
記
録
で
あ
る
。

二
十
五
日　

柳
原
又
熊
來
訪
、
熊
本
人
、
現
爲
自
强
學
堂
東
文
敎
習
。

三
十
一
日　

錢
恂
念
劬
侍
坐
。
念
劬
錢
塘
人
、
嘗
歷
游
欧
州
、
現
爲
武
備
自
强
二
學
堂
総
辨
。

西
村
は
、
銭
恂
が
武
備
学
堂
と
自
強
学
堂
の
事
務
を
取
り
仕
切
る
立
場
だ
と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
銭
恂
と
柳
原
又
熊
は
同
時
期
に
自
強

学
堂
に
在
職
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
銭
恂
は
、
こ
の
の
ち
日
本
へ
の
留
学
生
派
遣
事
業
の
責
任
者
に
指
名
さ
れ
、
留
学
生

を
引
率
し
て
日
本
へ
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
。
柳
原
又
熊
の
在
任
中
、
銭
恂
は
日
中
の
間
を
複
数
回
行
き
来
し
て
お
り
、
次
第
に
両
者
の

関
係
も
深
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
柳
原
又
熊
夫
妻
の
動
向
は
、「
宗
方
小
太
郎
日
記
」
か
ら
も
あ
る
程
度
追
跡
で
き
る（

９
）。
柳
原
夫
妻
に
関
す
る
記
述
箇
所
を

以
下
に
示
す
（
括
弧
内
は
宗
方
小
太
郎
の
所
在
地
）。

一
九
〇
一
年
五
月
一
日
（
在
上
海
）　 　

午
後
篠
原
祐
喜
、
柳
原
内
君
の
漢
口
行
を
送
る
。

一
九
〇
二
年
七
月
七
日
（
在
漢
口
）　　

 

柳
原
又
熊
夫
婦
を
若
松
丸
に
送
る
。
柳
原
に
托
し
熊
本
留
守
宅
に
金
四
十
円
を
送
る
。

一
九
〇
三
年
四
月
二
十
七
日
（
在
漢
口
） 

熊
本
柳
原
又
熊
の
信
到
る
。
予
の
推
薦
に
よ
り
愈
南
京
に
赴
任
す
る
事
に
決
せ
し
と
云

単
士
釐
の
出
逢
っ
た
日
仏
の
女
性
た
ち
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ふ
。

こ
こ
か
ら
、
柳
原
又
熊
夫
人
は
一
九
〇
一
年
五
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
武
昌
に
居
り
、
熊
本
へ
戻
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

で
は
、
こ
の
時
期
の
単
士
釐
・
銭
恂
夫
妻
の
動
向
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
一
年
十
二
月
九
日
朝
刊
に
「
清
国
監

督
官
等
の
来
朝
」
と
の
見
出
し
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

南
洋
湖
北
留
学
生
官
銭
恂
氏
と
同
行
の
游
歴
官
及
学
生
二
十
五
名
並
に
湖
北
農
商
務
局
官
員
羅
振
玉
氏
外
十
三
人
ハ
昨
日
午
後

六
時
摂
州
三
宮
発
汽
車
に
て
来
京
せ
る
由
又
銭
氏
夫
人
生
徒
十
二
人
ハ
明
日
神
戸
丸
に
て
横
浜
に
来
着
す
と
云
ふ
（
五
頁
）

銭
恂
・
単
士
釐
夫
妻
は
、
湖
北
か
ら
の
留
学
生
を
引
率
す
る
た
め
、
日
本
か
ら
一
時
帰
国
し
、
再
び
日
本
へ
戻
っ
て
き
た
と
記
す
。
つ

ま
り
、
柳
原
夫
人
の
武
昌
滞
在
期
間
に
、
単
士
釐
も
ま
た
武
昌
に
戻
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
武
昌
で
両
者
が
面
会
し
交
流

し
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。
し
か
も
、『
癸
卯
旅
行
記
』
で
言
及
さ
れ
た
時
期
、
柳
原
夫
妻
は
熊
本
に
住
ん
で
い
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
柳
原
氏
は
、
柳
原
又
熊
夫
人
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
砂
中
温
泉
は
、
八
代
市
の
日
奈
久
温
泉
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
潮
の
満
ち
引
き
が
大
き
い
八
代
海
の
浜
辺
に
あ
り
、
湯
元

は
、
海
中
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
細
川
家
の
藩
営
温
泉
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
期
に
は
、
人
気
の
温

泉
地
と
な
っ
て
い
た（

（1
（

。
単
士
釐
は
箱
根
温
泉
を
詠
ん
だ
詩
も
創
作
し
て
お
り
、
日
本
の
温
泉
を
気
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
柳
原

夫
人
か
ら
日
奈
久
温
泉
の
様
子
を
聞
き
、
好
奇
心
旺
盛
の
単
士
釐
は
こ
の
地
を
訪
ね
て
み
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
二
）
小
田
切
夫
人
桂
子
「
謝
小
田
切
夫
人
桂
子
贈
和
歌
錦
袋
」

こ
の
詩
は
、
遼
寧
省
図
書
館
所
蔵
『
受
茲
室
詩
鈔
』（
李
雷
輯
校
『
清
代
閨
閣
詩
集
萃
編
』
第
九
冊
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
、
五

三
〇
五
~
六
五
頁
。
以
下
「『
中
華
書
局
本
』」
と
略
称
）
に
収
録
さ
れ
る
七
言
律
詩
で
あ
る（

（1
（

。
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風
雨
蕭
條
悵
旅
居　
　
　

風
雨
蕭
條
と
し
て
旅
居
を
悵
み
し
に

郵
筒
喜
得
古
人
書　
　
　

郵
筒
喜
び
得
た
る
は
古
人
の
書

松
煙
落
筆
瑤
池
潤　
　
　

松
煙
も
て
筆
を
落
と
せ
ば
瑶
池
潤
ひ

雲
錦
爲
囊
霞
綵
舒　
　
　

雲
錦
も
て
囊
を
為
れ
ば
霞
綵
舒
や
か
な
り

文
字
能
通
三
國
上　
　
　

文
字
能
く
三
国
の
上
に
通
じ

交
游
回
遡
六
年
初　
　
　

交
遊
は
六
年
の
初
に
回
遡
す

重
逢
祇
恐
還
重
別　
　
　

重
ね
て
逢
へ
ば
祇
だ
還
り
て
重
ね
て
別
る
る
を
恐
れ

愿
賜
瑤
函
藉
雁
魚　
　
　

願
は
く
は
瑤
函
を
賜
は
り
雁
魚
を
藉
か
ん

寂
し
い
旅
先
の
仮
住
ま
い
に
、
旧
知
の
女
性
か
ら
和
歌
を
添
え
た
手
紙
と
雲
錦
柄
の
袋
が
届
き
、
単
士
釐
が
喜
ん
だ
様
子
が
詠
ま
れ
て

い
る
。
仮
住
ま
い
と
は
い
え
、
荷
物
が
届
け
ら
れ
る
程
度
の
期
間
は
住
所
が
定
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
創
作
時
期
は
、

ロ
シ
ア
滞
在
中
の
一
九
〇
三
年
秋
頃
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

小
田
切
桂
子
は
、
上
海
総
領
事
を
つ
と
め
た
小
田
切
万
寿
之
助
（
一
八
六
八
~
一
九
三
四
、
字
・
富
卿
、
号
・
銀
台
な
ど
）
の
妻
（
別

名
・
け
い
、
一
八
七
五
~
？
）
で
あ
る
。
父
・
富
永
冬
樹
は
旧
幕
臣
で
大
審
院
判
事
、
長
兄
・
敏
麿
は
の
ち
に
日
本
郵
船
取
締
役
と
な
っ

た
。
夫
・
万
寿
之
助
は
、
米
沢
藩
の
藩
儒
・
小
田
切
盛
徳
の
長
男
で
、
一
八
八
六
年
に
外
務
省
へ
入
り
天
津
へ
留
学
し
た
。
一
八
九
七

年
よ
り
上
海
勤
務
と
な
り
、
一
九
〇
二
年
総
領
事
に
昇
任
し
た
。
一
九
〇
五
年
七
月
に
依
願
免
官
と
な
り
、
同
月
横
浜
正
金
顧
問
に
転

じ
た
。
漢
詩
集
『
銀
台
遺
稿
』
二
巻
（
銭
恂
関
係
作
品
無
）
が
あ
り
、
旧
蔵
書
は
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る（

（1
（

。

一
八
九
八
年
七
月
、
万
寿
之
助
は
武
昌
に
張
之
洞
を
訪
ね
た
。
以
後
、
万
寿
之
助
と
銭
恂
（
当
時
張
之
洞
秘
書
）
は
、
日
本
へ
の
留

学
生
派
遣
や
漢
口
の
租
界
地
を
巡
っ
て
交
渉
を
重
ね
た
。
銭
恂
自
身
の
留
学
生
監
督
の
任
命
に
お
い
て
も
、
監
督
の
利
権
に
目
を
付
け

た
人
物
の
介
入
が
あ
る
な
ど
紆
余
曲
折
が
発
生
し
た
。
こ
の
と
き
の
外
務
省
の
記
録
に
は
、
万
寿
之
助
が
銭
恂
に
対
し
「
腹
蔵
な
く
話

し
た
」
と
の
記
述
も
見
え（

（1
（

、
交
渉
を
通
じ
、
両
者
の
間
に
良
好
な
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
万
寿
之
助
は
漢
詩
も
創
作

し
た
か
ら
、
詩
文
に
通
じ
た
銭
恂
と
は
仕
事
以
外
で
も
話
が
合
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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桂
子
は
、
東
洋
英
和
女
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
。
詩
に
あ
る
よ
う
に
、
日
・
英
・
中
の
三
カ
国
語
に
通
じ
た
才
媛
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
単
士
釐
は
、
来
日
以
降
、
た
び
た
び
夫
と
と
も
に
日
中
を
往
復
し
た
。
そ
の
折
々
、
寄
港
地
上
海
で
小
田
切
夫
妻
と
面
会
し
た
と

推
測
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
出
発
前
、
上
海
へ
立
ち
寄
っ
た
際
に
面
会
し
た
日
本
人
女
性
達
の
中
に
桂
子
が
い
た
可
能
性
も
高
い（

（1
（

。

（
三
）
大
鳥
夫
人
「
贈
別
大
鳥
夫
人
」

本
詩
は
、
二
種
の
既
刊
本
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
劉
甜
甜
「
單
士
釐
的
文
學
創
作
與
文
學
活
動
」（
曁
南
大
学
碩
士
学
位
論

文
、
二
〇
一
九
年
）
の
附
録
三
「
陳
鴻
祥
『
受
茲
室
詩
稿
』
未
收
詩
作
」（
以
下
「
劉
氏
論
文
」
と
略
称
）
に
拠
る（

（1
（

。

共
種
同
洲
豈
泛
常　
　
　

共
種
同
洲
豈
に
泛
常
な
ら
ん

相
逢
異
域
倍
情
長　
　
　

異
域
に
相
ひ
逢
へ
ば
倍ま
す
ます

情
は
長
し

多
君
勤
學
交
能
愼　
　
　

君
の
勤
学
に
し
て
交
も
能
く
慎
む
を
多
と
し

愧
我
無
才
拙
自
藏　
　
　

我
が
無
才
に
し
て
拙
く
自
ら
蔵か
く

る
る
を
愧
づ

惜
別
驚
心
聞
折
柳　
　
　

惜
別
心
を
驚
か
せ
折
柳
を
聞
き

舊
游
回
首
懷
扶
桑　
　
　

旧
遊
首
を
回
ら
し
扶
桑
を
懐
ふ

石
麟
雛
鳳
眞
堪
羨　
　
　

石
麟
雛
鳳
真
に
羨
む
に
堪
へ

國
勢
強
由
母
教
良　
　
　

国
勢
の
強
き
は
母
教
の
良
き
に
由
る

大
鳥
夫
人
は
、
外
交
官
・
大
鳥
富
士
太
郎
（
一
八
六
六
~
一
九
三
一
）
の
妻
、
良
子
（
別
名
・
よ
し
、
一
八
七
五
~
？
）
で
あ
ろ
う
。

末
尾
の
一
字
が
「
良
」
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
父
・
斎
藤
良
知
は
、
仙
台
藩
の
支
藩
・
片
倉
家

の
家
臣
で
、
次
兄
の
二
郎
は
、
の
ち
に
衆
議
院
議
員
を
つ
と
め
た
。

夫
・
富
士
太
郎
は
、
戊
辰
戦
争
の
折
、
土
方
歳
三
ら
と
と
も
に
函
館
の
五
稜
郭
に
籠
城
し
た
元
幕
臣
・
大
鳥
圭
介
の
長
男
で
あ
る（

（1
（

。

富
士
太
郎
は
、
家
族
を
伴
い
、
一
九
〇
三
年
に
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
へ
赴
任
し
、
翌
々
年
ベ
ル
ギ
ー
へ
異
動
、
一
九
〇
七
年
に
再
び
オ
ラ
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ン
ダ
へ
戻
っ
た
（
二
等
書
記
官
兼
第
二
回
万
国
平
和
会
議
随
員
）。
一
方
、
銭
恂
も
同
じ
年
に
オ
ラ
ン
ダ
大
使
（
出
使
荷
国
大
臣
）
と
し

て
赴
任
し
、
第
二
回
万
国
平
和
会
議
に
参
加
し
た
。
こ
こ
で
、
両
者
は
知
己
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に
「
相
逢
異
域
」
の
状
況
で
、

単
士
釐
の
日
本
語
能
力
も
活
か
さ
れ
て
、
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
単
士
釐
は
、「
石
麟
雛
鳳
」、「
母
教
」
の

語
を
用
い
て
い
る
。
母
親
が
教
養
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
教
育
の
質
が
向
上
し
、
ひ
い
て
は
国
力
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
大
鳥
夫
妻
に
は
四
男
三
女
が
あ
り
、
次
女
・
ア
ヤ
は
、
芸
術
評
論
家
・
河
上
徹
太
郎
に
嫁
い
だ
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ

滞
在
中
に
生
ま
れ
た
蘭
三
郎
は
、
医
学
史
の
研
究
者
と
な
っ
た（

（1
（

。

翌
年
三
月
、
銭
恂
は
イ
タ
リ
ア
へ
転
任
し
た
（
出
使
義
国
大
臣
、
~
一
〇
年
一
月
）。
一
方
、
富
士
太
郎
は
一
九
〇
九
年
五
月
に
帰
国

し
、
同
年
十
月
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
総
領
事
と
な
る
。
従
っ
て
、
本
詩
は
大
鳥
一
家
の
日
本
帰
国
時
あ
た
り
の
作
と
推
測
す
る
。

以
上
、
未
特
定
で
あ
っ
た
日
本
人
女
性
三
名
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
単
士
釐
作
品
に
登
場
す
る
日
本
人
女
性
の
属

性
を
大
別
す
る
と
、
女
子
教
育
関
係
者
（
下
田
歌
子
、
津
田
梅
子
、
小
具
貞
子
、
時
任
竹
子
、
河
原
操
子
）、
家
庭
内
の
妾
・
朝
日
の
ほ

か
に
、
新
た
に
夫
・
銭
恂
の
職
務
関
係
者
夫
人
の
一
群
（
柳
原
又
熊
夫
人
、
小
田
切
桂
子
、
大
鳥
良
子
）
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

フ
ラ
ン
ス
人
顧
梯
亥
夫
人
に
つ
い
て

フ
ラ
ン
ス
人
顧
梯
亥
夫
人
へ
の
贈
答
詩
は
、『
中
華
書
局
本
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
女
性
に
対
す
る
作
品
は
、
一
首
の
み
の

場
合
が
多
い
が
、
本
詩
は
七
言
律
詩
の
四
首
連
作
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
単
士
釐
が
、
彼
女
に
対
し
特
別
な
心
情
を
抱
い
て
創
作
し

た
様
子
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
顧
梯
亥
夫
人
が
誰
で
あ
る
の
か
、
特
定
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
な
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
該
当
作
品
「
贈
法
国
女
子
顧
梯
亥
夫
人
四
首
」
を
以
下
に
示
す（

（1
（

。

（
一
）
歐
州
閨
秀
例
多
能　
　
　

欧
州
の
閨
秀
例お
ほ
むね

多
能
な
れ
ど

　

 

學
貫
中
西
得
未
曾　
　
　

学
は
中
西
を
貫
き
未
だ
曽
て
あ
ら
ざ
る
を
得
た
り

　

 

一
集
杜
詩
知
己
感　
　
　

一
集
の
杜
詩
知
己
感
じ
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文
章
千
古
結
良
朋　
　
　

文
章
千
古
良
朋
を
結
ぶ

（
二
）
爲
愛
東
方
列
女
嘉　
　
　

為
に
東
方
の
列
女
の
嘉
き
を
愛
し

　

 
生
憎
歌
舞
競
繁
華　
　
　

歌
舞
の
繁
華
を
競
ふ
を
生
憎
す

　

 
蕭
然
獨
抱
琴
書
樂　
　
　

蕭
然
と
し
て
独
り
琴
書
楽
を
抱
く
は

　

 

比
似
吾
邦
曹
大
家　
　
　

吾
が
邦
の
曹
大
家
に
比
似
す

（
三
）
漫
擬
長
安
境
似
仙　
　
　

漫
り
に
擬
す
長
安
の
境
の
仙
に
似
た
る

　

 

幾
經
滄
海
變
桑
田　
　
　

幾
た
び
か
経
た
り
滄
海
の
桑
田
変
ず
を

　

 

少
陵
儻
使
生
今
世　
　
　

少
陵
儻
し
今
世
に
生
り
使
め
ば

　

 

只
恐
傷
時
涙
不
乾　
　
　

只
だ
恐
れ
ん
時
を
傷
み
て
涙
乾
か
ざ
る
を

（
四
）
四
德
三
從
古
訓
推　
　
　

四
徳
三
従
古
訓
推
し

　

 

泰
東
女
學
不
崇
才　
　
　

泰
東
の
女
学
才
を
崇
め
ず

　

 

愿
君
閨
發
文
明
理　
　
　

願
は
く
は
君
閨
の
文
明
の
理
を
発
し

　

 

誼
傑
須
從
母
教
培　
　
　

誼
き
傑
は
須
ら
く
母
教
よ
り
培
ふ
べ
し

ま
ず
、
単
士
釐
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
以
下
の
資
料
よ
り
、
一
九
〇
四
年
末
か
ら
翌
年
春
頃
と
推
測
す
る
。

「
駐
俄
公
使
胡
惟
徳
函
稿
」
致
外
務
部
甲
辰
（
=
一
九
〇
四
）
十
二
月
二
十
三
日

　
　
　

 　

參
贊
錢
恂
到
俄
以
來
、
此
間
人
事
天
事
、
皆
是
悶
損
、
決
意
言
歸
、
挽
留
不
獲
。
現
遊
德
、
法
、
意
等
國
、
於
明
春
從
容

内
渡
（
参
賛
銭
恂
は
俄
に
到
り
て
以
来
、
此
の
間
人
事
天
事
、
皆
是
れ
悶
損
し
、
言
に
帰
せ
ん
を
決
意
し
、
挽
留
す
る
も
獲

ず
。
現
に
徳
、
法
、
意
等
の
国
に
遊
び
、
明
春
従
容
と
し
て
内
渡
せ
ん（

（2
（

）。

加
え
て
、
単
士
釐
の
詩
に
も
、
こ
の
時
期
に
フ
ラ
ン
ス
大
使
で
あ
っ
た
孫
宝
琦
（
一
八
六
七
~
一
九
三
一
、
在
仏
期
間
=
一
九
〇
二
~
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〇
五
）
と
の
唱
和
詩
「
和
夫
子
與
孫
君
慕
韓
唱
和
韻
」、「
再
和
夫
子
述
懷
仍
用
前
韻
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る（

（2
（

。

次
に
、
本
詩
か
ら
顧
梯
亥
夫
人
の
人
物
像
を
考
え
て
み
よ
う
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
珍
し
く
中
国
文
学
に
通
じ
た
才
媛
で
、
み

ず
か
ら
杜
甫
詩
集
を
所
有
す
る
ほ
ど
杜
甫
の
詩
を
好
み
、
広
く
東
洋
の
女
性
を
好
ん
で
い
た
。
単
士
釐
は
、
彼
女
を
曹
大
家
（
班
昭
）

に
比
す
ほ
ど
の
才
媛
で
あ
る
と
絶
賛
し
て
い
る
。

さ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
中
国
文
学
の
受
容
状
況
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
後
半
以
降
、
中
国
の
古
典
詩
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
ま
ず
、
中
国
学
者
の
エ
ル
ベ
・
サ
ン
ド
ゥ
ニ
（
一
八
二
二
~
九
二
）
が
、
一
八
六
二
年
に
『
唐
詩
』
を
刊
行
し
た
。
そ
の
五

年
後
、
十
代
の
女
性
が
中
国
詩
の
翻
案
詩
集
『
白
玉
詩
書
（Le livre de Jude

）』
を
出
版
し
、
一
九
〇
二
年
に
改
定
版
を
上
梓
し
た
。

そ
の
一
節
は
、
グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
「
大
地
の
歌
」（
一
九
〇
八
）
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
（
仏
語
題
=
李
白
「
磁
器
の

亭
」）、『
唐
詩
』
と
と
も
に
、
欧
州
に
お
け
る
中
国
詩
受
容
の
基
盤
を
築
い
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
集
の
著
者
は
、
文
豪
テ
オ
フ
ィ
ル
・
ゴ
ー
チ
エ
（
一
八
一
一
~
七
二（
（2
（

）
の
娘
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト･

ゴ
ー
チ
エ
（Louise-Judith 

G
autier

、
朱
迪
特
・
戈
蒂
埃
、
一
八
五
〇
~
一
九
一
七
）
で
あ
る
。
彼
女
は
、
生
涯
に
わ
た
り
、
日
本
や
中
国
に
強
い
関
心
を
抱
き
続

け
、
和
歌
の
翻
訳
集
『
蜻
蛉
集（
（2
（

』
の
ほ
か
、
東
洋
に
取
材
し
た
小
説
、
芸
術
の
批
評
、
随
筆
な
ど
を
執
筆
し
た
。
こ
の
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト

･

ゴ
ー
チ
エ
こ
そ
顧
梯
亥
夫
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（2
（

。

ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
は
、
一
八
六
二
年
に
家
族
で
ロ
ン
ド
ン
の
万
国
博
覧
会
を
訪
れ
、
日
本
使
節
団（
（2
（

の
和
服
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
と
い
う
。

翌
年
、
路
頭
に
迷
っ
て
い
た
中
国
人
・
丁
墩
齢（
（2
（

を
父
・
テ
オ
フ
ィ
ル
が
雇
用
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
姉
妹
は
丁
墩
齢
か
ら
中
国
語
を
習
い
始

め
る
。
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
は
す
ぐ
に
中
国
詩
に
関
心
を
持
ち
、
丁
墩
齢
を
伴
い
帝
国
図
書
館
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
父
の
勧

め
も
あ
り
、
中
国
詩
の
翻
訳
に
挑
戦
し
始
め
、
一
八
六
四
年
に
「
李
太
白
、
杜
甫
、
張
若
虚
、
王
昌
齢
、H

aon-Ti

の
詩
に
よ
る
中
国

的
主
題
の
変
奏
」
を
芸
術
雑
誌
『
ア
ル
テ
ィ
ス
ト
』
に
発
表
し
た
。
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
は
、
そ
の
後
も
翻
訳
の
発
表
を
続
け
、
こ
れ
ら
の

習
作
を
纏
め
て
一
八
六
七
年
に
『
白
玉
詩
書
』
を
発
表
し
た（

（2
（

。

『
白
玉
詩
書
』
に
つ
い
て
、
の
ち
に
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
は
「
最
も
喜
ん
で
書
い
た
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
本
書
は
散
文
体
七
十
一
首
か
ら

成
る
。
原
詩
の
作
者
は
、
杜
甫
や
李
白
な
ど
で
あ
る
と
す
る
が
、
原
詩
が
何
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
作
品
も
散
見
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
吉
川
順
子
氏
は
、「
中
国
語
学
習
の
開
始
か
ら
一
年
と
経
た
な
い
う
ち
に
、
訳
詩
は
活
字
化
さ
れ
始
め
︙
︙
テ
ィ
ン
の
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フ
ラ
ン
ス
語
能
力
が
十
分
で
は
な
く
、
意
思
疎
通
に
問
題
が
あ
っ
た
」
こ
と
か
ら
、「︿
翻
訳
﹀
が
︿
創
作
﹀
的
側
面
を
持
っ
て
い
た
」

と
分
析
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

増
補
改
訂
版
の
『
玉
書
』
は
一
九
〇
二
年
に
出
版
さ
れ
た
。
新
た
に
『
詩
経
』
や
、
漢
の
武
帝
、
高
帝
、
李
清
照
、
李
鴻
章（
（2
（

ら
の
三

十
九
首
を
加
え
、
一
百
十
首
と
な
っ
た
。
追
加
分
は
、
前
年
『R

evue de Paris

』
六
月
十
五
日
号
の
「
中
国
詩
」
か
ら
の
転
載
で
あ
り
、

従
前
の
作
品
も
不
完
全
な
が
ら
翻
訳
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
の
翻
訳
を
支
援
し
た
人
物
が
い
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詩
は
、
韻
文
体
と
な
り
リ
ズ
ム
感
は
生
ま
れ
た
が
、
な
お
翻
案
詩
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
門
田

真
知
子
氏
は
「
彼
女
は
一
つ
一
つ
の
中
国
詩
の
世
界
を
咀
嚼
し
た
上
で
、
彼
女
の
西
洋
的
世
界
を
訳
の
上
に
構
築
し
て
ゆ
く
趣
が
あ
」

り
「
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ド
の
こ
の
中
国
詩
訳
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
認
容
さ
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た（

（3
（

。

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
の
『
玉
書
』（
初
版
）
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
自

身
と
も
う
一
名
に
よ
る
詩
人
名
の
漢
字
揮
毫
が
あ
り
、
随
所
に
配
置
さ
れ
た
中
国
風
の
挿
図
が
彩
り
を
添
え
て
い
る（

（3
（

。
な
お
、
冒
頭
に

は
、
ゴ
ー
チ
エ
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
咸
宜
帝（
（3
（

へ
の
献
辞
、
自
叙
、
次
に
友
人
で
中
国
の
大
臣
・
裕
庚
の
即
興
詩
が
あ
る
。

裕
庚
（
？
~
一
九
〇
五
）
は
、『
玉
書
』
出
版
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
（
出
使
法
国
大
臣
、
在
任
期
間
=
一
八
九
九
~
一
九
〇
二
）
で（

（3
（

、

フ
ラ
ン
ス
語
訳
の
末
の
記
事
よ
り
一
九
〇
一
年
四
月
の
作
詩
で
あ
る
。『
玉
書
』
本
篇
内
に
は
、
次
男
・
勛
齢
（「
私
を
忘
れ
な
い
で
」、

「
朝
の
露
」）、
三
男
・
馨
齢
（「
別
離
」）
の
作
品
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
勛
齢
は
フ
ラ
ン
ス
の
陸
軍
学
校
で
写
真
技
術
を
学
ん
だ
と
い
わ

れ
、
の
ち
に
西
太
后
の
御
用
撮
影
技
師
と
な
っ
た
。
台
湾
の
故
宮
博
物
院
に
現
存
す
る
西
太
后
の
写
真
七
百
枚
余
り
の
大
半
は
、
勛
齢

が
撮
影
し
た
も
の
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
『
玉
書
』（
初
版
）
に
見
え
る
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
以
外
の
精
緻
な
詩
人
名
の
筆
跡

と
、
西
太
后
の
写
真
一
枚
に
付
さ
れ
た
勛
齢
・
馨
齢
の
署
名
と
は
、
非
常
に
よ
く
似
て
い
る（

（3
（

。
先
述
の
と
お
り
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た

作
品
が
出
版
前
年
雑
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
中
国
風
挿
図
が
増
え
た
こ
と
な
ど
と
併
せ
て
勘
案
す
れ
ば
、
裕
庚
一
家
が
何
ら
か

の
形
で
『
玉
書
』
出
版
に
関
与
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
ら
た
め
て
、
顧
梯
亥
夫
人
に
つ
い
て
単
士
釐
詩
と
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
と
の
符
合
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
先
述
の
と
お
り
、

杜
甫
の
詩
を
好
む
と
し
た
が
、『
白
玉
詩
書
』・『
玉
書
』
に
は
、「
飲
中
八
仙
歌
」・「
寄
李
十
二
白
二
十
韻
」
な
ど
明
ら
か
に
原
詩
が
杜

甫
詩
と
判
断
で
き
る
も
の
が
複
数
あ
る
。
ま
た
、『
玉
書
』
に
は
、
先
述
の
李
清
照
の
詞
の
ほ
か
、
作
者
名
を
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
自
ら
漢
字
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で
「
楊
太
真
」
と
記
す
な
ど
、
女
性
の
作
品
と
見
做
し
た
も
の
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
が
晩
年
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ

地
方
の
サ
ン
・
テ
ノ
ガ
=
デ
ィ
ナ
ー
ル
に
構
え
た
別
荘
に
は
、
中
国
絵
画
が
多
く
飾
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
点
も
単
士
釐
詩

と
符
合
す
る
。
な
お
、
単
士
釐
は
「
夫
人
」
と
記
す
が
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
は
、
一
八
六
六
年
に
詩
人
カ
チ
ュ
ー
ル
・
マ
ン
デ
ス
と
結
婚

し
、
の
ち
に
夫
の
不
義
に
よ
り
離
婚
し
た
経
歴
が
あ
る（

（3
（

。

ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
は
、
若
い
頃
か
ら
そ
の
才
知
と
美
貌
で
注
目
を
集
め
、
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
た
。
週
末
に
な
る
と
、

諸
外
国
の
友
人
知
人
が
彼
女
の
自
宅
に
集
っ
た
と
い
う
。『
玉
書
』
に
は
、
李
鴻
章
や
裕
庚
の
詩
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト

は
、
相
当
の
期
間
、
中
国
の
外
交
官
た
ち
と
交
流
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
単
士
釐
・
銭
恂
夫
妻
も
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
と
の
面
会
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
両
者
の
対
面
は
、『
玉
書
』

の
出
版
か
ら
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
単
士
釐
も
本
書
を
手
に
取
り
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
と
中
国
の
文
学
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
と
単
士
釐
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
西
洋
・
東
洋
を
代
表
す
る
才
媛
の
一
人
で
あ
っ
た
。
両
者
が
対

面
し
て
い
た
こ
と
は
、
奇
跡
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
単
士
釐
の
詩
か
ら
、
彼
女
が
こ
の
出
逢
い
に
非
常
に
感
激
し

た
様
子
が
窺
え
る
。
創
作
に
勤
し
む
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト･

ゴ
ー
チ
エ
の
存
在
は
、
単
士
釐
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
単
士
釐
が
出
逢
っ
た
外
国
人
女
性
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
未
確
定
で
あ
っ
た
日
本
人
女
性
三
名
に
つ
い
て
、
そ
の

人
物
（
女
友
柳
原
氏
、
小
田
切
夫
人
桂
子
、
大
鳥
夫
人
）
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
女
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
夫
・
銭
恂
が
、
国

外
と
の
交
渉
業
務
に
携
わ
る
な
か
で
親
交
を
深
め
た
日
本
人
関
係
者
の
夫
人
で
あ
っ
た
。
単
士
釐
は
日
本
語
を
学
ん
で
お
り
、
こ
れ
を

活
か
し
て
夫
人
同
士
で
も
交
際
を
深
め
る
こ
と
は
、
銭
恂
が
業
務
を
円
滑
に
す
す
め
る
う
え
で
も
、
好
影
響
を
与
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。

夫
婦
同
伴
で
の
外
交
は
、
現
在
で
は
一
般
的
な
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
十
世
紀
初
頭
の
清
朝
末
期
に
お
い
て
は
、
か
な
り
先
進
的

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
文
才
に
溢
れ
、
日
本
語
も
操
り
、
限
ら
れ
た
機
会
を
活
か
し
て
臆
す
る
こ
と
な
く
交
流
に
つ
と
め
る
単
士

釐
は
、
外
交
官
・
銭
恂
に
と
っ
て
、
非
常
に
好
ま
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
ろ
う
。

単
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逢
っ
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日
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ま
た
、
管
見
の
限
り
未
確
定
の
フ
ラ
ン
ス
人
顧
梯
亥
夫
人
に
つ
い
て
、
そ
の
詩
の
創
作
時
期
を
推
定
す
る
と
と
も
に
、
女
流
文
学
者

の
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト･

ゴ
ー
チ
エ
で
あ
ろ
う
と
の
新
た
な
案
を
提
起
し
た
。
さ
ら
に
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
の
著
わ
し
た
中
国
詩
の
翻
案
詩
集

の
う
ち
、
増
補
改
訂
版
『
玉
書
』
の
刊
行
に
お
け
る
当
時
の
在
フ
ラ
ン
ス
大
使
・
裕
庚
一
家
と
の
関
係
を
検
討
し
た
。
当
時
の
西
洋
・

東
洋
を
代
表
す
る
女
性
文
学
者
同
士
の
邂
逅
は
、
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

他
方
、
単
士
釐
は
、
こ
れ
ら
外
国
人
女
性
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
女
性
も
教
養
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を
深
め
て
い
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
作
品
の
中
で
「
母
教
」
と
い
う
語
彙
を
二
度
用
い
て
い
る
点
か
ら
も
、
女
性
の
教
養
向
上
や
母
親

に
よ
る
家
庭
教
育
を
意
識
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

今
後
は
、
下
田
歌
子
と
単
士
釐
・
包
豊
保
（
銭
稲
孫
夫
人
）
と
の
関
係
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
未
判
明
の
日
本
人
女
性
の
解
明
に

つ
と
め
て
ゆ
き
た
い
。

注

（
1
）  

本
稿
は
、
話
題
が
清
・
日
本
・
西
欧
の
複
数
国
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
基
本
的
に
西
暦
を
用
い
、
適
宜
元
号
を
付
す
。
単
士
釐
（
一
八
五

八
~
一
九
四
五
）
は
、
浙
江
省
蕭
山
の
人
。
字
は
蕊
珠
、
号
は
受
茲
。
父
・
恩
溥
（
字
吉
甫
）
は
咸
豊
十
二
（
一
八
六
二
）
年
の
挙
人
、

嘉
興
県
学
の
教
諭
。
光
緒
十
（
一
八
八
四
）
年
、
銭
恂
の
後
妻
と
な
る
。
夫
の
日
本
赴
任
以
降
の
約
十
年
間
、
日
本
や
欧
州
各
地
に
赴
い

た
。
詩
文
に
長
じ
、『
受
茲
室
詩
稿
』、『
癸
卯
旅
行
記
』、『
清
閨
秀
正
始
再
続
集
』、『
清
閨
秀
藝
文
略
』
な
ど
の
ほ
か
、
下
田
歌
子
『
家
政

学
』、
永
江
正
直
『
女
子
教
育
論
』
の
漢
訳
も
あ
る
。
単
士
釐
の
文
学
活
動
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
蕭
燕
婉
「
単
士
釐
と
日
本
―

『
受
茲
室
詩
稿
』
と
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
〇
七
年
、
九
二
~
一
〇
六
頁
）・「
単
士

釐
と
ロ
シ
ア
―
一
九
〇
四
年
の
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
中
心
に
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
一
九
~
一
三
二
頁
）、

劉
又
瑄
『
一
位
近
代
女
性
啓
蒙
者
的
身
影
―
單
士
釐
（
一
八
五
八－
一
九
四
五
）
作
品
研
究
』（
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、

劉
甜
甜
「
單
士
釐
的
文
學
創
作
與
文
學
活
動
」（
曁
南
大
学
碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
九
年
、
以
下
「
劉
氏
論
文
」
と
略
称
）
な
ど
が
あ

る
。
拙
稿
「
単
士
釐
が
来
日
初
期
に
見
た
風
景
―
『
受
茲
室
詩
稿
』
を
手
が
か
り
に
」（『
文
学
研
究
』
第
一
一
八
輯
、
九
州
大
学
大
学
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院
人
文
科
学
研
究
院
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
一
~
三
八
頁
）
参
照
。
銭
恂
（
一
八
五
三
~
一
九
二
七
）
浙
江
省
湖
州
府
帰
安
県
の
人
。
幼

名
は
学
嘉
。
号
・
室
名
は
、
蹞
歩
主
人
、
受
茲
堂
主
人
、
積
蹞
歩
斎
な
ど
。
光
緒
十
三
年
、
薛
福
成
の
下
で
天
一
閣
楼
蔵
書
目
録
編
纂
に

携
わ
り
、
欧
州
各
地
の
公
使
館
に
勤
務
。
帰
国
後
は
張
之
洞
幕
下
に
移
り
、
一
八
九
八
年
に
留
学
生
監
督
と
し
て
初
来
日
、
た
び
た
び
日

中
間
を
往
復
、
ロ
シ
ア
へ
長
期
出
張
し
た
。
一
九
〇
七
年
オ
ラ
ン
ダ
、
翌
年
イ
タ
リ
ア
大
使
（
出
仕
大
臣
、
一
九
〇
九
年
離
任
）。
著
書
に

『
重
斠
唐
韻
攷
』、『
壬
子
文
瀾
閣
所
存
書
目
』、『
二
二
五
五
疏
』
な
ど
。
そ
の
経
歴
は
、
高
木
理
久
夫
編
、
呉
格
訂
「
銭
恂
年
譜
（
増
補
改

訂
版
）」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
号
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
八
~
一
九
五
頁
）
に
詳
し
い
。
長
男
の
銭
稲
孫
（
一
八
八
七
~

一
九
六
六
）
は
、
銭
恂
・
単
士
釐
の
長
男
。
父
に
随
い
日
本
へ
留
学
、
慶
應
幼
稚
舎
な
ど
で
学
び
、
欧
州
へ
も
随
行
。
中
華
民
国
教
育
部

勤
務
を
経
て
、
清
華
大
学
教
授
と
な
り
、
日
本
人
留
学
生
の
目
加
田
誠
博
士
ら
を
自
邸
に
寄
寓
さ
せ
た
。
戦
後
、
漢
奸
と
し
て
有
罪
と
な

る
。
万
葉
集
や
志
賀
直
哉
作
品
な
ど
多
く
の
日
本
文
学
を
翻
訳
し
た
。

（
2
）  

『
癸
卯
旅
行
記
』
は
、
中
国
人
女
性
と
し
て
初
め
て
の
海
外
旅
行
記
と
さ
れ
る
。
一
九
〇
三
年
春
、
東
京
か
ら
ロ
シ
ア
の
首
都
・
ペ
テ
ブ

ル
ク
ま
で
、
約
二
ヶ
月
半
の
旅
行
記
で
、
旅
の
途
中
で
見
聞
き
し
た
風
景
や
印
象
を
詳
細
に
綴
っ
て
い
る
。
初
版
は
、
一
九
〇
四
年
東
京
・

同
文
印
刷
舎
刊
。
一
九
八
一
年
に
初
め
て
湖
南
人
民
出
版
よ
り
校
点
本
が
出
版
さ
れ
た
（
以
下
「『
湖
南
点
校
本
』」
と
略
称
）。
こ
れ
ら
を

も
と
に
、
鈴
木
智
夫
『
癸
卯
旅
行
記
訳
註
―
銭
稲
孫
の
母
の
見
た
世
界
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
以
下
「『
鈴
木
氏
訳
註
本
』」
と

略
称
）
が
出
版
さ
れ
た
。

（
3
）  

現
存
す
る
単
士
釐
詩
集
の
テ
キ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
鈔
本
（
括
弧
内
に
校
点
本
を
示
す
）
で
、
①
羅
守
巽
所
蔵
『
受
茲
室
詩
稿
』
三
巻
（
陳

鴻
祥
校
点
、
湖
南
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。
以
下
「『
湖
南
文
藝
本
』」
と
略
称
）、
②
復
旦
大
学
図
書
館
所
蔵
『
受
茲
室
詩
鈔
』、
③

復
旦
大
学
図
書
館
所
蔵
『
受
茲
室
詩
学
吟
稿
』、
④
遼
寧
省
図
書
館
所
蔵
『
受
茲
室
詩
鈔
』（
李
雷
輯
校
『
清
代
閨
閣
詩
集
萃
編
』
第
九
冊
、

中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
、
五
三
〇
五
~
六
五
頁
、
後
半
部
分
は
①
の
転
載
。
以
下
「『
中
華
書
局
本
』」
と
略
称
）
の
四
種
。
こ
の
ほ
か
、

前
掲
劉
氏
論
文
の
附
録
三
に
「
陳
鴻
祥
『
受
茲
室
詩
稿
』
未
收
詩
作
」
が
あ
る
。

（
4
）  

『
湖
南
点
校
本
』
四
〇
頁
、『
鈴
木
氏
訳
註
本
』
四
七
頁
参
照
。
当
時
の
長
崎－

熊
本
間
の
鉄
道
所
要
時
間
は
約
十
時
間
。

（
5
）  

『
日
本
女
性
人
名
辞
典
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
）、
宮
崎
蕗
苳
『
白
蓮
―
気
高
く
、
純
粋
に
。
時
代
を
翔
け
た
愛
の
生

涯
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
四
年
）
ほ
か
参
照
。

単
士
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の
出
逢
っ
た
日
仏
の
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た
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（
6
）  

放
浪
生
「
上
海
通
信
」（『
朝
日
新
聞
（
東
京
）』
一
八
九
八
年
九
月
六
日
朝
刊
、
三
頁
）
に
「
自
強
学
堂
の
語
学
教
師
と
し
て
ハ
柳
原
又

熊
氏
の
名
声
独
り
各
国
教
師
を
凌
駕
せ
る
あ
り
」
と
記
す
。

（
7
）  
實
藤
惠
秀
『
中
国
人
日
本
留
学
史
稿
』（
日
華
学
会
、
一
九
三
九
年
、
一
八
六
頁
）、『
大
正
人
名
辞
典
』（
東
洋
新
報
社
、
一
九
一
七
年
、

五
六
〇
頁
）、
野
口
宗
親
「
明
治
期
熊
本
に
お
け
る
中
国
語
教
育
（
１
）・（
２
）」（『
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
科
学
』
第
四
八
・
五

一
号
、
一
九
九
九
・
二
〇
〇
二
年
、
一
三
三
~
一
四
九
・
六
五
~
八
三
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
8
）  

『
碩
園
先
生
文
集
』
巻
三
（
句
読
点
は
筆
者
）。
著
者
の
西
村
天
囚
（
一
八
六
五
~
一
九
二
四
）
本
名
は
時
彦
、
別
号
は
碩
園
。
種
子
島

の
人
。
帝
国
大
学
古
典
講
習
科
中
退
後
、
大
阪
朝
日
新
聞
記
者
と
な
っ
た
。

（
9
）  

大
里
浩
秋
「
宗
方
小
太
郎
日
記　

明
治
三
四
~
三
五
年
」・「
同　

明
治
三
六
~
三
八
年
」（『
人
文
学
研
究
所
報
』
第
四
七
・
四
八
号
、

神
奈
川
大
学
人
文
学
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
三
・
八
月
、
四
三
~
八
四
・
四
九
~
一
一
七
頁
）
参
照
。
宗
方
小
太
郎
（
一
八
六
四
~
一
九

二
三
）
は
、
熊
本
県
宇
土
市
出
身
の
所
謂
大
陸
浪
人
。
済
々
黌
で
学
ぶ
と
、
一
八
八
四
年
上
海
に
渡
り
、
日
清
貿
易
研
究
所
、
大
日
本
帝

国
海
軍
嘱
託
を
経
て
、
一
八
九
六
年
に
『
漢
報
』
を
買
収
、
東
亜
同
文
会
の
設
立
に
も
参
加
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
宗
方
小
太

郎
関
係
文
書
は
、
日
中
関
係
史
研
究
の
貴
重
な
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

（
10
）  

「
熊
本
県
葦
北
郡
日
奈
久
温
泉
由
来
」（『
地
学
雑
誌
』
四
十
巻
七
号
、
公
益
社
団
法
人
東
京
地
学
協
会
、
一
九
二
八
年
、
四
二
五
~
四
二

六
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
11
）  

『
中
華
書
局
本
』、
五
三
二
八
頁
参
照
。

（
12
）  

『
人
事
興
信
録
第
八
版
』（
人
事
興
信
所
、
一
九
二
八
年
）、
オ
二
九
~
三
〇
・
ト
五
一
頁
、「JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

R
ef.A11114257800

、
故
小
田
切
万
寿
之
助
位
階
追
陞
ノ
件
（
国
立
公
文
書
館
）」、
東
洋
文
庫
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
小
田
切
萬
壽
之
助
」
の

項
（U

R
L http://w

w
w.toyo-bunko.or.jp/library3/shozou/odagiri.htm

l

、
最
終
確
認
日
=
二
〇
二
一
年
八
月
五
日
）
ほ
か
参
照
。
小
田
切

万
寿
之
助
は
、
そ
の
後
、
横
浜
正
金
銀
行
取
締
役
・
在
清
国
支
店
管
理
、
北
京
駐
在
総
取
締
役
と
な
り
、
清
国
へ
の
借
款
、
外
交
条
約
の

締
結
に
お
い
て
も
活
躍
し
た
。
一
九
一
七
年
に
は
岩
崎
久
弥
の
代
理
人
と
な
り
、
井
上
準
之
助
ら
と
と
も
に
モ
リ
ソ
ン
文
庫
の
購
入
交
渉

に
携
わ
り
、
没
年
ま
で
東
洋
文
庫
初
代
監
事
を
つ
と
め
た
。

（
13
）  

「JA
C

A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.B12081624900

、
在
本
邦
清
国
留
学
生
関
係
雑
纂
／
学
生
監
督
並
視
察
員
之
部
（B

-3-

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
号
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）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）」
参
照
。

（
14
）  

『
癸
卯
旅
行
記
』
三
月
十
日
に
「
訪
本
国
女
友
及
東
国
女
友
数
人
」
と
あ
る
（『
湖
南
点
校
本
』
三
七
頁
）。

（
15
）  
校
点
本
は
注
（
3
）
参
照
。
前
掲
劉
氏
論
文
、
一
二
九
頁
参
照
。
復
旦
大
学
所
蔵
『
受
茲
室
詩
学
吟
稿
』
所
収
と
思
わ
れ
る
。

（
16
）  
大
鳥
圭
介
（
一
八
三
三
~
一
九
一
一
）
は
、
そ
の
後
明
治
政
府
に
出
仕
し
、
工
部
大
学
校
長
、
学
習
院
長
、
清
国
公
使
な
ど
を
歴
任
し

た
。
大
鳥
富
士
太
郎
は
、
外
務
省
退
官
後
、
貴
族
院
男
爵
議
員
を
二
期
つ
と
め
た
。
大
鳥
圭
介
・
富
士
太
郎
父
子
は
、
古
洋
書
の
収
集
家

と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
の
ち
に
父
子
の
蔵
書
は
、
台
北
帝
国
大
学
、
天
理
図
書
館
が
購
入
し
た
。『
華
族
名
鑑
』（
秀
英
社
、
一
九
〇
二
年
）

六
七
丁
ａ
、『
人
事
興
信
録
第
四
版
』（
人
事
興
信
所
、
一
九
一
五
年
）
四
九
頁
、「
世
界
の
稀
書
珍
籍
を
握
る　

問
題
の
大
鳥
文
庫
が
三
万

円
で
台
湾
帝
大
へ
買
上
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
二
九
年
三
月
二
十
九
日
朝
刊
十
頁
）、「
収
館
諸
文
庫
一
覧
」（『
天
理
図
書
館
四
十
年
史
』、

天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
七
五
年
、
五
一
四
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
17
）  

オ
ラ
ン
ダ
赴
任
に
は
、
日
本
か
ら
長
男
・
銭
稲
孫
一
家
も
同
行
し
て
お
り
一
族
で
交
流
し
た
と
思
わ
れ
る
。
鄒
双
双
『「
文
化
漢
奸
」
と

呼
ば
れ
た
男
―
万
葉
集
を
訳
し
た
銭
稲
孫
の
生
涯
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
）、
二
五
〇
頁
参
照
。

（
18
）  

大
鳥
蘭
三
郎
「
医
史
学
と
私
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
十
四
巻
第
三
号
、
日
本
医
史
学
会
、
一
九
八
八
年
七
月
、
五
〇
〇
~
五
〇

五
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
19
）  

『
中
華
書
局
本
』、
五
三
二
八
頁
参
照
。
本
詩
に
も
「
贈
大
鳥
夫
人
」
詩
と
同
様
に
「
母
教
」
の
語
彙
が
あ
り
、
母
親
に
よ
る
教
育
の
重

要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

（
20
）  

原
資
料
は
『
近
代
史
資
料
』
総
九
五
号
、
五
四
頁
。
前
掲
「
銭
恂
年
譜
（
増
補
改
訂
版
）」、
一
五
九
頁
参
照
。

（
21
）  

『
湖
南
文
藝
本
』
四
一
頁
、『
中
華
書
局
本
』
五
三
二
六
頁
。
孫
宝
琦
（
一
八
六
七
~
一
九
三
一
）、
字
は
慕
韓
。
浙
江
省
杭
州
銭
塘
の

人
。
銭
恂
と
は
早
い
時
期
か
ら
親
し
か
っ
た
と
い
う
。
一
九
〇
二
年
よ
り
出
使
法
国
大
臣
（
~
〇
五
年
）、
在
任
中
は
自
ら
も
フ
ラ
ン
ス
語

を
学
ぶ
。
の
ち
に
外
交
部
長
、
国
務
院
総
理
な
ど
を
歴
任
、
中
法
大
学
董
事
長
も
つ
と
め
た
。
箱
田
恵
子
『
外
交
官
の
誕
生
』（
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）、
二
一
九
~
二
二
〇
、
二
三
九
頁
ほ
か
参
照
。

（
22
）  

テ
オ
フ
ィ
ル
・
ゴ
ー
チ
エ
（Pierre Jules Théophile G

autier

、
一
八
一
一
~
七
二
）
は
、
は
じ
め
ロ
マ
ン
派
詩
人
と
し
て
出
発
し
た
が
、

の
ち
に
こ
れ
を
批
判
し
、
画
家
や
彫
刻
で
表
現
す
る
美
を
詩
で
表
そ
う
と
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
を
主
張
し
た
（
高
踏
派
）。
詩
以
外
に
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も
幅
広
く
創
作
し
、
小
説
『
モ
ー
パ
ン
嬢
』、
バ
レ
エ
台
本
『
ジ
ゼ
ル
』、『
舞
踊
評
論
』
な
ど
多
数
が
あ
る
。

（
23
）  

『
蜻
蛉
集
』
は
一
八
八
五
年
刊
。
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ド
は
、
日
本
語
を
解
さ
な
か
っ
た
た
め
、
和
歌
の
下
訳
は
、
西
園
寺
公
望
（
一
八
四
九
~

一
九
四
〇
）
が
担
当
、
挿
絵
は
洋
画
・
版
画
家
の
山
本
芳
翠
（
一
八
五
〇
~
一
九
〇
六
）
に
よ
る
。

（
24
）  
門
田
眞
知
子
『
ク
ロ
ー
デ
ル
と
中
国
詩
の
世
界
―
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
の
「
玉
書
」
な
ど
と
の
比
較
』（
多
賀
出
版
、
一
九
九

八
年
）、
小
山
ブ
リ
ジ
ッ
ト
著
・
隠
岐
由
紀
子
訳
『
東
洋
を
謳
う
比
類
な
い
女
流
作
家
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ
』（『
ジ
ュ
デ
ィ
ッ

ト
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ
―
日
本
・
中
国
趣
味
著
作
集
―
』
別
冊
付
録
、
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
プ
ス
、
二
〇
〇
七
年
）、
吉
川
順
子
『
詩
の

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
―
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
エ
の
自
然
と
人
間
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）、
森
英
樹
「
フ
ラ
ン
ス
文

学
と
漢
文
学
と
の
出
会
い
（
そ
の
六
）
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
の
中
国
詩
翻
訳
（
一
）」（『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要 

フ
ラ
ン
ス
語

フ
ラ
ン
ス
文
学
』
第
三
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）・「
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
漢
文
学
と
の
出
会
い
（
そ
の
七
）
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
の
中

国
詩
翻
訳
（
二
）」（『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要 

フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
』
第
三
五
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
蔣
向
艶
「『
玉
書
』
對
中

國
文
學
海
外
傳
播
的
啓
示
」（『
淮
陰
師
范
學
院
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
二
〇
〇
九
年
二
期
）
ほ
か
参
照
。『
白
玉
詩
書
』、『
玉
書
』

な
ど
の
著
書
、
肖
像
写
真
等
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
トG

allica

に
数
多
く
公
開
さ
れ
て
い
る
（U

R
L

=https://w
w

w.

bnf.fr/fr

、
最
終
確
認
日
=
二
〇
二
一
年
八
月
五
日
）。

（
25
）  

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
の
使
節
団
の
一
員
に
福
澤
諭
吉
（
一
八
三
五
~
一
九
〇
一
）
も
い
た
。

（
26
）  

丁
墩
齢
（
一
八
三
一
~
一
八
八
六
）、
山
西
省
平
陽
府
生
ま
れ
、
十
八
歳
で
秀
才
と
な
る
も
、
父
の
死
を
契
機
に
出
奔
。
北
京
へ
向
か
う

途
上
、
食
に
困
窮
す
る
も
宣
教
師
に
救
わ
れ
る
。
翌
年
マ
カ
オ
へ
随
行
し
十
数
年
滞
在
。
一
八
六
一
年
、
カ
ル
リ
ー
主
教
（
中
国
名
=
范

尚
人
）
の
中
仏
辞
書
作
成
の
助
手
と
な
り
渡
仏
し
た
が
、
翌
年
主
教
が
死
去
。
間
も
な
く
ゴ
ー
チ
エ
家
に
雇
用
さ
れ
た
。
一
八
七
二
年
重

婚
の
嫌
疑
を
受
け
た
。
そ
の
ま
ま
パ
リ
で
逝
去
、
没
後
の
葬
儀
埋
葬
は
ゴ
ー
チ
エ
が
世
話
し
た
。
劉
志
侠
「
丁
敦マ

マ

齡
的
法
國
歲
月
」（『
書

城
』
二
〇
一
三
年
九
月
号
、
上
海
三
聯
書
店
）
ほ
か
参
照
。

（
27
）  

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ル
メ
ー
ル
社
刊
、
著
者
名
は
初
期
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
=
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
（Judith W

alter

）。
書
名
は

漢
字
表
記
に
従
う
。
収
録
詩
七
十
一
首
の
原
詩
は
、
杜
甫
「
飲
中
八
仙
歌
」
な
ど
十
四
首
、
李
白
「
静
夜
思
」
な
ど
十
三
首
、
蘇
軾
「
八

声
甘
州
」
な
ど
七
首
、
丁
墩
齢
二
首
ほ
か
（
吉
川
氏
前
掲
書
「
訳
詩
篇
『
白
玉
詩
書
』」、
五
五
~
九
五
頁
参
照
）。
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（
28
）  

吉
川
氏
前
掲
書
、
一
一
八
・
一
六
三
頁
参
照
。

（
29
）  

李
鴻
章
（
一
八
二
三
~
一
九
〇
一
）
は
、
一
八
九
六
年
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
戴
冠
式
出
席
後
、
半
年
に
わ
た
り
欧
米
を
歴
訪
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
も
三
週
間
滞
在
し
、
し
ば
し
ば
饗
宴
が
催
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
祝
貺
節
（
新
暦
七
月
十
六
日
）
の
晩
餐
会
に
は
、
女
性
も

含
む
賓
客
を
招
い
た
と
い
う
（
蔡
爾
康
「
聘
法
記
」、
走
向
世
界
叢
書
『
李
鴻
章
歷
聘
訪
歐
美
記
・
出
使
九
國
日
記
・
考
察
政
治
日
記
』、

岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
八
年
、
八
〇
~
八
九
頁
）。

（
30
）  

出
版
年
、
詩
人
名
の
漢
字
表
記
、
新
作
品
の
追
加
、
翻
訳
訂
正
等
の
情
報
は
、
門
田
氏
前
掲
書
に
拠
る
（
四
六
~
四
九
頁
）。
著
者
名
は

本
名
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
書
名
は
初
版
と
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
漢
字
表
記
を
用
い
る
。『
白
玉
詩
書
』
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て

は
、
門
田
氏
前
掲
書
九
一
~
九
三
頁
参
照
。

（
31
）  

前
掲
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
トG

allica

に
よ
り
初
版
を
閲
覧
し
た
（
最
終
確
認
日
=
二
〇
二
一
年
八
月
五
日
）。
な
お
、

漢
字
の
詩
人
名
記
載
は
、『
玉
書
』
の
初
版
の
み
で
あ
る
と
い
う
（
門
田
氏
前
掲
書
、
四
六
頁
）。
中
国
風
の
意
匠
は
六
種
八
十
五
ヵ
所
、

挿
図
は
十
三
種
十
四
ヵ
所
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
一
ヵ
所
の
み
「
同
文
滬
報
随
報
附
送
不
准
男
售
百
美
圖
第
三
二
頁
七
月
廿
五
日
」
と
出

典
を
記
す
。『
同
文
滬
報
』
は
、
東
亜
同
文
会
が
上
海
で
一
九
〇
〇
~
〇
八
年
刊
行
し
た
新
聞
。

（
32
）  

咸
宜
帝
は
ベ
ト
ナ
ム
阮
朝
第
八
代
皇
帝
（H

àm
 N

ghi

ハ
ム
ギ
、
在
位
一
八
八
四
~
八
五
、
一
八
七
二
~
一
九
四
四
）。
即
位
の
翌
年
、

抗
仏
勤
皇
大
蜂
起
の
檄
を
発
し
、
首
都
フ
エ
を
脱
出
。
フ
ラ
ン
ス
は
兄
の
同
慶
帝
を
立
て
、
帰
順
を
呼
び
掛
け
た
応
じ
ず
抵
抗
を
続
け
た
。

一
八
八
八
年
九
月
フ
ラ
ン
ス
軍
に
捕
縛
さ
れ
る
と
、
間
も
な
く
仏
領
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
配
流
幽
閉
と
な
り
、
現
地
で
没
し
た
。
中
国
語
献

辞
は
「
咸
宜
大
皇
帝
何
不
幸
不
如
當
世
之
諸
皇
王
要
其
才
志
宏
遠
又
豈
諸
皇
王
可
與
比
哉
人
莫
不
哀
其
遇
而
其
志
終
不
少
抑
國
史
書
之
遠

越
之
前
代
其
將
與
古
載
籍
垂
爲
不
朽
矣
聊
綴
數
語
用
代
花
獻
於
以
自
効
其
鄙
忱
耳
」（
別
人
の
筆
）、
末
に
兪
第
徳
（
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
）
と

自
署
す
る
。
次
頁
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
献
辞
あ
り
。

（
33
）  

裕
庚
の
詩
は
「
巴
黎
奉
使
歷
重
瀛
、
熱
海
蘇
河
所
次
行
。
兩
度
願
來
如
有
約
、
丗
年
廻
憶
不
勝
情
。
猶
餘
博
望
乘
槎
意
、
慣
聴
湘
靈
鼓

瑟
聲
。
堪
喜
詩
人
能
抱
古
、
手
持
一
卷
話
平
生
」（
裕
庚
自
筆
と
思
わ
れ
る
）。
次
頁
に
フ
ラ
ン
ス
語
訳
が
あ
り
、
末
尾
に
一
九
〇
一
年
四

月
と
記
す
。
裕
庚
（
？
~
一
九
〇
五
）
の
本
姓
は
徐
氏
、
字
は
朗
西
。
漢
軍
正
白
旗
出
身
で
光
緒
の
優
貢
生
。
一
八
九
五
~
九
八
年
、
出

使
日
本
大
臣
。
後
妻
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
父
と
中
国
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
ル
イ
ー
ザ
・
ピ
ア
ソ
ン
。
娘
の
徳
齢
（
一
八
八
五
~
一
九

単
士
釐
の
出
逢
っ
た
日
仏
の
女
性
た
ち
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四
四
）・
容
齢
（
一
八
八
九
~
一
九
七
三
）
姉
妹
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
後
、
裕
庚
が
没
す
る
ま
で
西
太
后
に
仕
え
た
。
姉
・
徳
齢
は
、

結
婚
後
、
夫
の
故
国
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
英
語
で
『
清
宮
二
年
記Tw

o years in the forbidden city

』
な
ど
宮
廷
生
活
の
回
想
録
を
執
筆

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
、
姉
妹
は
著
名
な
舞
踏
家
イ
サ
ド
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
に
師
事
し
て
お
り
、
妹
の
容
齢
は
バ
レ
エ
舞
踏
家
と
な
っ
た
。

（
34
）  
『
読
売
新
聞
』「
烈
女
西
太
后
、
権
勢
の
日
　々

故
宮
博
物
院
の
秘
蔵
写
真
公
開
」（
一
九
八
八
年
一
月
十
九
日
東
京
夕
刊
三
頁
、
裕
勲
齢

と
記
す
）、
劉
心
武
「
時
空
所
捕
獲
的
人
質
」（『
讀
書
』
一
九
九
五
年
〇
一
期
、
生
活
・
讀
書
・
新
知
・
三
聯
書
店
、
六
〇
~
六
七
頁
）、

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
「
百
年
回
眸　

故
宮
禁
城
及
文
物
播
遷
影
像
特
展
」
日
本
語
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
慈
禧
皇
太
后
（
西
太
后
）」

（U
R

L https://them
e.npm

.edu.tw
/exh105/PhotoR

etrospective/jp/page-2.htm
l#m

ain

、
最
終
確
認
日
=
二
〇
二
一
年
八
月
五
日
）
ほ
か

参
照
。
西
太
后
の
写
真
は
「
着
團
壽
氅
衣
的
慈
禧
」（『
紫
禁
城
』、
二
〇
一
四
年
四
月
期
、
故
宮
博
物
院
）、
一
六
〇
頁
を
参
照
。

（
35
）  

小
山
ブ
リ
ジ
ッ
ト
氏
前
掲
書
、
九
~
一
〇
頁
参
照
。

※
本
研
究
は
、JSPS

科
研
費JP20K12947
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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